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論文内容の要旨
【緒言】
　人工股関節置換術（total hip arthroplasty: THA）は荒廃した股関節に除痛と機能回復を提
供し、安定した臨床成績をもたらす手術法である。本手術法は、変形性股関節症や関節リ
ウマチなどの疾患に対して広く施行されているが、近年摺動面に金属を用いたmetal-on-
metal THA術後に金属粉、または金属イオンなどを原因とするadverse reaction to metal 
debris（ARMD）と呼ばれる合併症が発生し、術後早期に再置換を余儀なくされる症例が経
験されるようになってきた。
【目的】
　本研究の目的は、metal-on-metal THA術後患者について血中金属イオン濃度を中心に研
究することにより、ARMD発症に関する各種のリスクやその早期診断方法について検討す
ることである。
【対象と方法】
　対象となる症例は、2007年1月～2011年8月までに、初回手術症例に対してmetal-on-metal 
THAを施行し、術後48か月以上経過観察した102例120関節である。使用した人工関節の機
種は、カップ側は全例Pinnacle cup、ステムはAMLが49関節、S-ROMが27関節、Replica
が25関節、SUMMITが19関節であった。カップ、ステムともにすべてDepuy社製である。
120関節中、両側施行例は19例38関節である。症例の内訳は、男性22関節、女性98関節、
手術時平均年齢は58.2歳（20～80歳）、原疾患は、形成不全性の変形性股関節症が110例、大
腿骨頭壊死症が8関節、関節リウマチが2関節であった。これらの症例のうち、術後血中金
属イオン濃度測定が可能であった48症例（男性11例、女性37例）に関して検討した。インプ
ラント側因子として骨頭径の大きさ、患者側因子として、性別、年齢、術前臨床スコア、
body mass index（BMI）について、手術因子としてカップ設置角度と設置高位について、術
後の血中コバルトイオン濃度との関係について検討した。
【結果】
　骨頭径の大きさ、性別、年齢、術前臨床スコア、原疾患、カップ設置角度、設置高位に
ついては、術後金属イオン濃度との関係は認められなかった。BMI＞23の症例において、
有意に術後コバルトイオン濃度が高かった。
【考察】
　ARMDは金属材料の摩耗により生産される金属片や金属イオンの組織毒性やアレルギー
反応などが原因として考えられている。実際には、インプラントに起因する因子、患者側
の因子、手術因子のそれぞれが複雑に関与して発生すると考えられる。
　血中金属イオン濃度上昇の危険因子に関しては、多くの関連因子が報告されているが、
検証はまだ十分ではない。特に関連性が報告されている因子は、カップの急峻設置、活動
性の高い患者、肥満例、骨頭径などであり、これらはすべて摺動面やhead-neck junctionへ
の力学的負荷の増加に関わる因子である。当科の検証で関連性が認められたのは、BMIの
みであったが、金属イオン濃度上昇のリスクとなり得る他の因子を持つ患者についても注
意深く経過観察が必要である。
【結語】
　当科においてmetal-on-metal THA施行した120例中48例の術後の血中金属イオン濃度を
検討することにより、BMI＞23がコバルトイオン濃度高値のリスクであることが判明した。
金属イオン濃度上昇リスク因子を持つ患者に関しては、術後定期的な金属イオン濃度測定
が、ARMDの的確な診断や、治療方針決定の一助になると考えている。
論文審査結果の要旨
　メタル オン メタル人工股関節置換術後の合併症であるadverse reaction to metal debris
（ARMD）は広範な骨・軟部組織の壊死を来す合併症であり、早期診断法の確立が切望され
ている。本論文では、本手術後患者に対して、magnetic resonance imaging（MRI）などの
画像診断に加えて血中コバルトイオン濃度を測定し患者背景との関係を検討した。MRIで
は約19%に異常所見を示し、中でもHauptfleisch分類type 1が16%と最も多かった。血中コ
バルト濃度については、性、年齢、臨床スコアなどとの関係はなく、人工関節への力学的
負荷と関係する骨頭径、カップ設置高位、カップ外方開角などとも関係がなかったが、
body mass index（BMI）が23以上の群は23未満の群に比較して有意に高値を示し、体重の
大きい患者では力学的負荷が増加し発生する金属イオンも高くなることが示唆された。審
査では、力学的負荷が金属イオン濃度に関係するとの観点から日内変動を含めて測定条件
を均一にする必要性が指摘された。本論文は、メタル オン メタル人工股関節置換術後の
重大な合併症であるARMDの診断、評価における血中金属イオン濃度測定の有用性に関し
て臨床上、重要な情報を提供していることから学位論文としての価値があると評価された。
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